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本日のアジェンダ
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9月8月7月6月5月4月3月2月

ヒアリング結果分析

不合格者へのヒアリング

日本認証殿と
講座内容見直し 対策講座（Eラーニング）

SSA試験
RSA試験

◎

対策講座（Live講習 2回）

合否発表

● ●

◎

不合格者へのヒアリング

・・・

用意したコンテンツを視聴して、業務の都合に
合わせて自分のペースで学習

実戦形式で模擬試験を行い、
その後解説を実施

2024年度 対策講座受講者数
SSA：24名、 RSA：11名

１．セーフティアセッサの取組み状況
（１）資格取得に向けた取組
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全国６支社と本社
技術部門に資格者を
配置しています

年度により、合格者数
にバラツキがあります

3月2月2025年1月12月11月10月9月

対策講座（Eラーニング） SA試験◎ 合否発表◎ 不合格者へのヒアリング

１．セーフティアセッサの取組み状況
（１）資格取得に向けた取組

（２）資格取得実績
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本日のアジェンダ

・ロボット
・AGV、AMR
のシステム設計
を中心に説明
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２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
（１）フロントローディング設計取組
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２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
（１）フロントローディング設計取組
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❹リスクアセスメント

RSA資格取得者

設計/開発 フロントローディング

２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
（１）フロントローディング設計取組
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■３Ｄシミュレータによるフロントローディングの必要性と効果
・受注前の営業活動において、視覚に訴えるシミュレーション提案を行い受注促進に繋げる。

・受注後は製造前の事前検証による手戻り防止、立上げ時間短縮、コスト削減、品質向上を図る。

Gemini既存のeカタログで
シミュレーション作成

営業ツールとして
使用

高品質化/
ロス削減

ラダー/ロボット
プログラム作成

GXWorks3・RT3等と接続
しシミュレーション

干渉・タクト確認
プログラムデバッグ

3DCAD設計＋
Geminiでの作り込み受注後

ライン
シミュレーション

装置
シミュレーション

受注前活動
(提案)

3Dプリンター活用提案力
向上

MELSOFT Gemini活用

プレゼン資料に活用

装置完成後の自動化イメージ共有

弊社において、３Dシミュレーションは、『MELSFTーGemini』を活用している。
設計・試作プロセスにおいての効果以外に、以下の活用が可能となる。

２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
（２）3Dシミュレーションを活用した視覚的なリスク抽出

装置シュミレーションでは、ロボットアームの動作を確認し、
残留リスクを見つけることができます
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自動化設備において、労働者の安全、事故防止と生産性の維持、機械保護や、法令/規則の順守、
企業の社会的責任を果たす為、リスクアセスメントにより、安全性を考慮した標準化を推進
■自動化設備における必要なリスクアセスメント項目

（３）リスクアセスメントによる、標準化における安全性確保
２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
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ロボットシステムリスクアセスメント③～⑧

ひどさ 発生確率 リスク ひどさ 発生確率 リスク

1 1k 1H 4 3 IV ×
間紙供給通路に安全プラグ付きの扉を設置し、安全プラグを外
さないと柵内へ侵入出来ないレイアウトにする。また、安全プラ
グを外した際はロボットの動力を遮断するハード回路設計とす
る。

4 1 II ○ 済

2 1m 1C 4 2 III ×

間紙供給通路に安全プラグ付きの扉を設置し、安全プラグを外
さないと柵内へ侵入出来ないレイアウトにする。また、安全プラ

グを外した際リフターの動力を遮断するハード回路設計とする。
動力遮断の際にリフターが下降しないようチェック弁付きのリフ
ターを使用する。

4 1 II ○ 済

3 1k 1C 4 2 III ×
各ステーションに光電センサを設置し侵入者を検知できるように
し、自動運転中の侵入を検知した場合にはコンベアを即時停止
する。

4 1 II ○ 済

4 1m 1C 4 2 III ×
間紙供給通路に安全プラグ付きの扉を設置し、安全プラグを外
さないと柵内へ侵入出来ないレイアウトにする。
また、安全プラグを外した際リフターの動力を遮断するハード回
路設計とする。

4 1 II ○ 済

5 8h 8C 3 3 IV × 間紙供給台の高さを腰の高さ（７50mm）に変更し、自動運転開始
時にリフターにて1200mmまで上昇する機構を追加する。 3 1 II ○ 済

6 1n 1F 3 3 IV × チェーン部に袋カバーを取付チェーンが触れないような構造とす
る。また、PLシール貼付けし注意喚起する。 3 1 II ○ 済

7 1k 1C 2 2 II ○ PLシール貼付けし注意喚起する。 2 1 I ○ 済

8 1p 1D 2 3 III ×
装置の角部は鋭利な部分を無くすため面取りを施す設計とす
る。 1 3 II ○ 済

9 1h 1H 2 3 III ×
安全扉上部は緩衝材を取付、トラテープ巻き付けし注意喚起す

る。 2 2 II ○ 済

10

⑥対策検討
⑤
リスク
評価

⑧
設計
反映

リスク再見積

⑫安全柵 21:メンテナンス 装置内通行時各機器のに接触し裂傷を負う

⑫安全柵 21:メンテナンス
タッチパネル下部扉から侵入時頭をぶつけ打

撲を負う

①ワークコンベア 6:上流手積み作業
ワーク取り出し時駆動部に指を巻き込まれ骨
折する

①ワークコンベア 7:下流手積み作業

リスク
評価

⑦対策評価
④リスク見積り

部位名 原因 結果 作業工程
危険事象

（状況、きっかけ、危害）

③ロボット 5:間紙供給
間紙供給時自動運転中のロボットに頭を殴
打され死亡

No

②２段コンベア 21:メンテナンス
メンテナンス時に不意に2段コンベアのリフ

ターが動作し身体を挟まれ圧死。

②２段コンベア 21:メンテナンス
不意に駆動部に近づき腕を巻き込まれて骨
折

ワーク取り出し時に上流から流れてきたワー
クの間に手を挟み打撲を負う

⑥間紙供給台 5:間紙供給 間紙供給時にリフターに指を挟まれ切断

⑥間紙供給台 5:間紙供給 間紙供給時にぎっくり腰になる

③危険源の同定

（３）リスクアセスメントによる、標準化における安全性確保

機器の選定だけではなく、設備(メカ)を停止するエリアの考え方や
扉を開放するタイミングまでを解説しています

２．安全設計に向けたフロントローディングの取組
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本日のアジェンダ
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『BLOCK CONNECT CELL』とは以下よりワードを抜き出した造語
「Build an automated line by connecting robot cells that automate the work 

processes like blocks.」
↓（和訳）

「ブロックのように作業プロセスを自動化するロボットセルを接続し自動化ラインを構築します」
※商標登録済み

BLOCK CONNECT CELL：登録商標 登録第6831795号

３．標準化取組 : 具体例の説明
（１）自動化標準セル（BLOCK CONNECT CELL) ～紹介～

外形寸法120cm×120cmの大きさのロボットセル
ロボットアプリと搬送ユニット(コンベア)を標準化
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３．標準化取組 : 具体例の説明
（１）自動化標準セル（BLOCK CONNECT CELL) ～紹介～

外形寸法120cm×120cmの大きさに統一
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３．標準化取組 : 具体例の説明

・メカ/電気/制御を7割程度標準化(準備)しており、
設計工数とコスト削減が可能

・自動化構築~施工完までの期間短縮で短納期対応
【効果】・設計工数 削減

・製作/立上期間
・現地据付期間

・SA1-Ⅲ付属:ロボット、周辺機器状態監視
・MELFA Support搭載:保証延⾧、デジタル
点検、メンテナンスサービス

・安定稼働と運用改善に貢献

③『運用サービス/保守』
・自動化ニーズを聞く⇒標準化セル(有るもの)を提案
・経験が少ないお客様でも自動化イメージが掴める
・Geminiシミュレーションで自動化イメージ共有
【効果】見積提案までの時間

②『開発/設計/施工』

①『提案』

従来比50%短縮

従来比70%短縮
従来比30%短縮
従来比30%短縮

※別途保守契約が必要

コンセプト:■フレキシブルな生産ラインの構築が可能 ■基本構成＋用途に応じた多彩なアプリケーションを準備
■選べるロボットと搬送用機器 ■電装品はＦＡ機器使用で高耐久

アプリケーション
・部品供給
・組立/加工
・ねじ締め
・コネクタ篏合
・検査

搬送用機器
・フリーフロー
・トップチェーン
・ベルト
・ローラー

カスタム対応 ➡ 『有るもの』を提案

工数、コスト削減

見える化+ﾘﾓｰﾄ保守

提案 開発・設計・施工

現地据付
/調整

出荷
検査製作設

計
提案/
見積

現地据付
/調整

出荷
検査製作設計提案/見積

工数、コスト削減
短納期対応

各工程セルを結合ワークに最適な搬送用
機器カスタマイズ搭載

AGV工程間搬送連携

（１）自動化標準セル（BLOCK CONNECT CELL) ～紹介～
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■アプリケーション例 ロボットベースに搭載する自動化アプリケーションで、製造工程の自動化を簡単に実現可能。
お客様のニーズにも対応できる様カスタマイズ対応しますが、標準化プログラムを準備しており、迅速な導入を実現。

３．標準化取組 : 具体例の説明
（１）自動化標準セル（BLOCK CONNECT CELL) ～紹介～
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３．標準化取組 : 具体例の説明
（２）自動搬送システム ーFLeeT PaTH（フリートパス）ー ～紹介～
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３．標準化取組 : 具体例の説明
（３）Safety2.0への取組み (今後の目標) :人と機械の協調による安全


